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ある会社が、バレンタインデーのプレゼント交換コンテストに全社員を招待し、1位にベニス旅行をプレゼントすることになった。

果たして1位は誰なのか、この物語で確かめてください。

第1章

––––––––
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2月3日、夜が明けた。天気はとてもよく、レンガ造りの家の横の木に止まっている鳥が鳴いていた。その鳴き声で、アーロンは深い眠りから覚めた。

数分後、アーロンはガールフレンドに電話をかけた。

-実を言うと、会社が3組以上の当選カップルを選ぶとは思えないんだ、愛ちゃん」アーロンは自分の会話にとても自信を持って言った。

-わかってるよ、僕の愛しい人。マリアは「3組しか選べないんです」と答えた。

-そのカップルが誰になるかはわからない。誰一人賭けていないんだ」とアーロンは続けた。

-ここだけの話だけど、人事部長はすでに製造部門のカップルに目をつけているんだ。

-そうなんですか？-とアーロンは好奇心旺盛に質問した。

-そうなんだ」マリアはそう答えた。

-そして、プレゼント交換のベスト3の賞品は何か知っている？

-いいえ、知らないわ。誰も知らないようです。

-残念だね」アーロンは肩をすくめて言った。じゃあ、僕たちの交換が今までで一番いいものになるように頑張るね。

-必ず成功させるよ、僕の愛しい人。

-さて、そろそろお別れです。仕事に遅刻したくないんだ、愛しい人。

-わかった、1時間半後に工場で会おう -オーケー、マイラブ 

-オーケー、マイ・ラブ。じゃあ、またね。

-バイバイ。

電話を切ったアーロンは、ブルージーンズにポロシャツ、白いトレーナーで出勤の支度をした。彼は、バレンタインデーのプレゼント交換のベスト3に、会社がどんな賞品を出すのか知りたかったのだ。しかし、その答えはすぐに出た。

ジーンズにカールした茶髪の28歳の男性は、その賞品が何なのか、という疑問に取り付かれたまま家を出てしまった。

1時間半後、工場に到着したアーロンはマリアに会い、とても愛想よく抱きしめてキスをしてきた。

-こんにちは、私の愛しい人」マリアはとても表情豊かに言った。

-こんにちは、私の美しい人」アーロンは親切に返事をした。

-さて、今日はバレンタインデーのプレゼント交換のベスト3の賞品がわかります。

-はい、私の愛しい人。今日はね。

同じく賞品を知りたがっていた35歳くらいの男性、ヨアヒムが迎えに来た。

-やあ、やあ」彼はアーロンとマリアと握手し、右の頬にキスをした。

-こんにちは、ハコボ」とマリアは答えた。

-お元気ですか？-とアーロンが言った。

-とアーロンが言った。「まあ、一日を始める準備はできているよ。

-それは何ですか？-とアーロンは尋ねた。

-それは何？

-君が手に持っているものだよ」彼は答えて、その紙を指差した。

-ああ、これは...そうだ。ローンの申込書だ。

-ローン？ 何のためにローンを組むんですか？

-お願いです、アーロン。気にしないで」ジェイコブは、恋人であるジャスミンが近づかないように注意しながら、周囲を見渡した。

-やあ、みんな、何してるんだい？-プロダクションオフィスから出てきたジャスミンが突然口を挟んだ。

-やあ、ベイビー！なんでもないわよ。ジャコボは、彼女を驚かせるために手に入れるローンの申込書を背中に置きながら、「ちょっとおしゃべりしてただけだよ」と答えた。
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